
Abstract>

Benjamin Franklin(1706-1790)is a figure who lived in a transitional period from the Age
 

of Absolutism to the Modern Times. He was an accomplished businessman, a politician, a
 

journalist, a scientist, an educator, a philosopher, and a social activist and achieved distin-

guished results in various fields.

The aim of this paper is to consider how American cultural thought has been formed
 

through Franklin’s activities in the18th century.On the one hand,he advocated “the way to
 

wealth,”on the other hand he“preached”the importance of Puritan virtue. How were his

“secularism”and“non-secularism,”which were inherent to Franklin’s thought,kept in order
 

within himself? That is,were these two elements contradicted within himself,or were they
 

paradoxically matched within himself?

One comes to the following conclusion after considering Franklin’s works： his ideal way
 

of life as a“virtuous,free,good man”is implicitly consistent with the ideal of“the pursuit of
 

happiness”in the Declaration of Independence.Franklin’s real way of life,however,shows that

“the pursuit of happiness”was intended not only for an individual like himself but for all men.

Accordingly,his thought and activities were based upon these two elements which seemed to
 

contradict each other but were paradoxically matched,which attests that Franklin was one of
 

the first modern men in America.

１ 問題の所在

北米大陸においては17世紀初頭にヴァージニ

ア植民地が建設されたのを皮切りに18世紀前半

までに13のイギリス領植民地が建設された。こ

れらの植民地が本国からの独立を宣言したのは

1776年のことであり、トマス・ジェファソンら

によって起草されたアメリカ合衆国（以下、ア

メリカと略記する）の独立宣言には以下の文章
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がある。

われわれは、次のような真理をごく当たり

前のことだと考えている。つまり、すべて

の人間は創造主によって平等に造られ、一

定の譲り渡すことのできない諸権利を与え

られており、そのなかには生命、自由、幸

福の追求が含まれる。またこれらの権利を

確保するために、人々のあいだに政府を作

り、その政府には被治者の合意のもとで正

当な権力が授けられる。そして、いかなる

政府といえどもその目的を踏みにじるとき

には、政府を改廃して新たな政府を設立し、

人民の安全と幸福を実現するのにもっとも

ふさわしい原理にもとづいて政府の依って

立つ基盤を作り直し、またふさわしい形に

権力のありかたを作り変えるのは、人民の

権利である 。

このようにアメリカ独立宣言に盛り込まれた自

然権や人民主権などの思想は、ジャファソン自

身よって創造されたものではなく、ジョン・ロ

ックや啓蒙思想家であるルソー、ヴォルテール

などイギリスを初めとするヨーロッパの思想家

の考えや、ヴァージニアの権利宣言を書いたジ

ェイムズ・メイソン（James Mason）の考えを

援用したものである 。建国の理念を表明した

アメリカ独立宣言は、17世紀のイギリスで始ま

りその後18世紀のヨーロッパで普及した啓蒙思

想の影響を受けたものであり、ジャファソン自

身もフランスの啓蒙主義者と公私にわたり交流

をもっていた。今日から振り返るなら、啓蒙主

義に内在する人間の理性に対する信頼は、中世

および絶対主義の時代から近代という新しい時

代へ移行する過渡期に射した光明であった。な

ぜなら、自然権および人民主権の思想や人間の

もつ理性に対する信頼は近代的価値の基底を成

す不可欠な要素であり、ヨーロッパ社会が長ら

く封建貴族や国王を国家の頂点とする封建的身

分制度のもとに置かれてきたからに他ならない。

また、17世紀に始まる科学革命もヨーロッパを

支配してきた伝統的な世界観から人々を解放す

る役割を果たし、それはまた伝統的な宗教観を

変化させる推進力となった。

しかし、近代的価値を表明する新しい思想が

誕生して普及することと、近代的価値を日常生

活において実践することは次元が異なり、新し

い価値観の実践は必然的に旧来の価値観との摩

擦を伴う。旧来の価値観が支配する時代に近代

的価値観を実践することは容易なことではなく、

予想以上の軋轢も覚悟しなければならない。こ

の小論の目的は、「代表的アメリカ人」、「アメリ

カ最初の近代人」、「すべてのヤンキーの父」と

評されるベンジャミン・フランクリン（Ben-

jamin Franklin）が、中世及び絶対主義時代の

価値観が残存する18世紀という時代のなかで近

代的価値観をどのように実践したかを検討し、

彼の生きかたが近代市民国家アメリカの根底を

成す思想の形成過程とどのようにかかわってい

るのかを検証することにある。従って、ここで

はフランクリンの生涯における活動を時系列的

に検証するのではない 。本論における作業の

手順は、まずアメリカ独立革命を歴史的文脈の

なかで位置付けることによりフランクリンが生

きた18世紀という時代の特徴を考える。そして、

フランクリンの活動に一貫してみられる２面性

――「世俗性」と「非世俗性」――を18世紀と

いう時代のなかで検証する。フランクリンの２

面性が背反する性格のものなのか、あるいは彼

のなかにあっては背反二律的に整合性をもつ性

格のものであるのかを検証することで、アメリ

カにおける近代的文化思想の形成過程を明らか

にしたい。
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２ アメリカ独立革命の位置付け

フランクリンは、1706年マサチューセッツ湾

植民地の中心地ボストンで蝋燭屋を営む職人の

家に生まれる。それはちょうどアメリカ独立宣

言が公布される70年前のことであった。フラン

クリンの没した年が1790年であるから、84年に

およぶ彼の生涯はほぼ18世紀全般にわたってい

たことになる。また、18世紀後半に13のイギリ

ス領植民地は独立革命戦争を経てアメリカとし

て誕生する。従って、フランクリンはイギリス

絶対主義時代の産物である植民地の時代から近

代市民国家アメリカへ移行する時代を生きたこ

とになる。このように時代が大きく移り変わる

激動の18世紀に生きたフランクリンを考察する

にあたり、ここではアメリカ独立革命を準備す

る前史として北米におけるイギリス領植民地の

社会的特徴を検討しておきたい。

イギリスでは1558年にエリザベス１世が即位

して産業と貿易を奨励するとともに海軍を強化

し、88年にはスペインの無敵艦隊を撃破するな

ど絶対王政を確立した。エリザベス１世治世下

の16世紀後半にはウォルター・ローレー

（Walter Raleigh）率いる植民団を4回にわたっ

てロアノーク島（現ノースカロライナ州）へ派

遣した。この試みは失敗に終わるが、チューダ

ー朝で確立された絶対王政を引き継ぐスチュア

ート朝の祖ジェームズ１世治世下の1607年に北

米で最初の恒久的な植民地ヴァージニアが建設

された。また、13植民地のなかでヴァージニア

に次いで建設されたのがニューイングランドの

プリマス植民地であり、同植民地を吸収合併し

たのがマサチューセッツ湾植民地である。同植

民地は1630年にイギリスから渡ってきたピュー

リタンにより建設され、そこにはその後の10年

間に約２万人のピューリタンが移住を続けた。

「ピューリタンの大移住」とよばれるこの移動は

宗教的動機に基づくものであり、ピューリタニ

ズムは植民地時代だけでなく建国後のアメリカ

にもさまざまな影響を及ぼすことになる。

ヴァージニアを皮切りとして1832年に13植民

地のなかで最後に建設されたのがジョージアで

ある。北米大陸の大西洋岸に建設された合計13

の植民地に対するイギリス本国の経営方針は、

スペインによって建設された南米の植民地と大

きく異なっていた。イギリスの場合は、国王が

北米に植民地の建設を申請する者に対して特許

状を交付し、それによって植民事業の認可が下

されるのであり、会社・領主・王領という植民

地形態の相違があるにせよ、ジョージアを除く

すべての植民地が民間人によって建設されてい

る。この点は植民地が本国によって直接経営さ

れたスペインの場合と根本的に異なる。ヴァー

ジニア植民地は早くも1619年に植民地議会を開

催しており、その下部組織であるタウン・ミー

ティングとカウンティ・ミーティングという相

違はあったが、住民の代表を構成員とする植民

地議会が開催されて植民地に係わる事柄を決定

したのである。植民地が本国によって直接経営

される場合にはこうした自治は認められないの

が一般的であることを考えれば、ここに北米イ

ギリス領植民地の注目すべき特徴があった。す

なわち、北米のイギリス領植民地は絶対主義王

制の産物でありながら、国家事業としてではな

く特許状を付与された民間人によって建設され

たために経営権が大幅に認められたのである。

また、本国と北米植民地の経済関係が「有益な

る怠慢」（“salutary neglect”）という表現に象

徴されるように、イギリスは植民地に対する規

制を緩和することで植民地の経済的発展を促進

し、本国の製品を売却する重要な市場になると

いう判断から緩やか経済的統制を行なっていた

のである。従って、北米のイギリス領植民地は、

大西洋という物理的空間により隔絶していたこ

とも手伝って、植民地でありながら政治的・経
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済的に自由を享受することが可能だったのであ

る。

しかし、イギリスは敵対国フランスとの長年

にわたる戦争によって経済的困窮状況に陥り、

その結果絶対主義体制を維持するための歳入不

足を補う方策として砂糖条例（1764年）、印紙条

例（1765年）、茶条例（1773年）を課すなど植民

地に対して厳しい統制的経済政策を断行した。

それは従来から行なわれてきた緩やかな重商主

義政策の放棄を意味しており、ここに本国と植

民地の「有益なる怠慢」の時代は終止符を打つ

ことになる。13の植民地はとりわけ不満の対象

となっていた印紙条例の撤回を求めて対立し、

1775年ついに本国との戦争に突入した。本国と

の対立に際して植民地側が示した不満の根拠は、

大陸会議で示された「代表なくして課税なし」

（“No Taxation,without Representation”）と

いう論理で、それは植民地人としての権利を擁

護する立場に依拠しており、彼ら植民地人は本

国の経済政策が変更されるまで享受してきた自

由な経済活動に対する新たな規制に反発したの

である。この点は、独立革命の指導者の1人であ

るパトリック・ヘンリー（Patrick Henry）が「我

に自由を与えよ、さもなければ死を」（“Give me
 

liberty,or give me death”）と叫び、本国との

戦争も辞さない姿勢を表明したことを想起すれ

ばよいであろう。

1783年本国と植民地とのあいだでパリ条約が

締結され、８年近くにおよぶ独立戦争が終結し

た。アメリカ独立革命を政治的視点でみるなら、

それは共和政という新たな社会体制が誕生した

ことを意味する。すなわち、それは中世および

絶対主義時代における封建的身分制度に基づく

社会とは異なる近代的な市民社会が誕生したこ

とを意味する。「生命、自由、幸福の追求」とい

うアメリカ建国の理念が独立宣言に盛り込まれ、

そうした理念を法的に明文化したものが合衆国

憲法に追補された憲法修正第１条から第10条よ

りなる「権利の章典」である。そこには、中世・

絶対主義時代には認められなかった人間の生得

権としての「自由」と「平等」が保障されてい

る。また、経済的視点でアメリカ独立革命をみ

るならば、そこにも「自由」と「平等」の概念

が反映されている。独立宣言で用いられた「幸

福の追求」という表現は抽象的であるが、そこ

に含意されるものはすべてのアメリカ市民が自

由かつ平等に精神的・物質的な豊かさを追求す

ることを可能にする生得権としての諸権利の保

障である。重商主義政策の強化に反発して戦闘

状態に入っていた植民地人をやがて独立のため

の戦いへと駆り立てる大きな影響力をもったト

マス・ペイン（Thomas Paine）の『コモン・セ

ンス』（Common Sense）においても、大陸であ

るアメリカが島国のイギリスに従属することの

不自然さを指摘し、独立国家になることによっ

て貿易面で多くの効果が得られると説かれた 。

これが、新たな課税法を撤回させるための戦い

から独立を目指した戦いへと植民地人の意識を

変化させる役割りを果たしたことを考えれば、

「有益なる怠慢」時代に享受した自由な経済活動

に対する権利回復の欲求が、イギリスとの戦い

を遂行するための強固な推進力となった点に注

目しなければならない。

アメリカ独立革命の位置付けについて、それ

を政治・経済的視点からアメリカが誕生する前

後の社会的変化を比較するなら、次のように総

括することができよう。独立革命戦争の勝利に

よって、アメリカは「政治的な平等」と「経済

的な自由」を手に入れることができた。アメリ

カが植民地から独立国家へ移行したことは、ア

メリカ「合衆」国という国名が示すように被治

者が統治者に代わって国家の中心になったこと

を意味する。国家の主体は市民であって、もは

や国王・貴族ではなかった。独立へと人々を駆
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り立てた推進力の１つが自由な経済活動に対す

る希求であるならば、それは経済活動に対する

国家の干渉・介入を否定することを意味する。

航海条例など絶対主義体制を支える重商主義政

策は、アメリカが独立を達成し新しい国家を誕

生させたときに放棄された。国家の介入を可能

な限り限定し、個人を主体とした自由な経済活

動が可能となるとき、それは近代市民国家アメ

リカにおける資本主義経済の誕生を導くことに

なる。

３ マサチューセッツ湾植民地の建設

フランクリンが生まれたボストンのあるマサ

チューセッツ湾植民地は、南部および中部の植

民地とは異なる性格をもち、そうした特質はニ

ューイングランドに位置するその他の植民地だ

けでなく北米のイギリス領植民地社会に、そし

て独立後のアメリカ社会にも影響を及ぼすこと

になる。その影響とはピューリタニズムであ

り 、フランクリンもまた自己の価値観が醸成

される過程でピューリタニズムの影響を受けて

いる。

ニューイングランドにおいて最初に恒久的植

民地となったのは1620年にピルグリム・ファザ

ーズ（Pilgrim Fathers、巡礼始祖）により建設

されたプリマス植民地であり、それはピューリ

タンがマサチューセッツ湾植民地を建設する10

年前のことであった。プリマス植民地は厳しい

生活環境などがあってその後あまり発展せず、

結局はマサチューセッツ湾植民地に吸収合併さ

れることになるが、両植民地の建設経緯はイギ

リス本国における宗教政策と密接に係わってい

るため、ピルグリムとピューリタンの関係を整

理しておかなければならない。

イギリスではエリザベス１世が1559年に統一

法を出して国教会（Anglican Church）の体制が

確立された 。イギリス国教会は教義・心情面で

はほぼカルヴァン主義を採用しているが、司教

（主教）制度を維持するとともに礼拝や儀式面で

もカトリックの要素を包摂するものであった。

その背景には、エリザベス１世が教会を統一し

て国家機構に組み込むことよって国家・社会の

秩序を維持しよういう意図がある。しかし、そ

れはカトリックとプロテスタントを折衷する国

家的教会体制に不満を抱く人々を生みだす結果

を招き、そうした人々の中心がスイスのジュネ

ーブにおけるカルヴァンの宗教改革をモデルと

して当時中産階級のあいだで力を増しつつあっ

た長老派（Presbyterian）であった。国教会のカ

トリック的要素を排除してこれを純化しようと

したピューリタンの一派である彼らは、王権神

授説を唱えるスチュアート朝のジェイムズ１世

による専制政治に強く反発した。しかし、ジェ

イムズ１世はそうした国内における不満層の動

きに理解を示さず、ピューリタンへの弾圧を強

化した。こうした状況のなかで国教会を否定し

てそこから分離するという立場を選択したのが

ピルグリムであり、その点で彼らはピューリタ

ン長老派より急進的であった。分離派（Separa-

tist）とも言われる彼らは、弾圧を逃れてオラン

ダのライデンに亡命し、そこで10年間定住した

後にメイフラワー号で北米に渡りプリマス植民

地を建設する。ピルグリムは密かに集まって聖

書を読み祈り合ううちに同志の集団を結成した

が、そのなかにはのちにプリマス植民地初代総

督となるウィリアム・ブラッドフォード（Wil-

liam Bradford）がいた。

ジェイムズ１世の体制に不満をもつその他の

集団に会衆派（Congregationalist）があり、彼

らは長老派と同じく国教会の理念は擁護するが、

個々の信徒集団の自治を強調して改革の信念を

貫徹しようとした。反体制派の聖職者と信徒が

密接な結びつきをもつ会衆派の人々が北米に移

住して建設したのがマサチューセッツ湾植民地
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である。彼らは、改革の模範を荒野で実現する

ことが自らの使命であると自覚して移住したの

である。国教会を否定して分離したピルグリム

に対して、会衆派ピューリタンは礼拝の純粋さ

を追求して真の救いを追求し、同時に野心的な

彼らは国家・社会にコミットする姿勢を選択し

た。すなわちピューリタンは宗教的には非分離

という会衆派の立場をとり、中産階級として経

済的に成長しつつあった彼らは国王によって経

済的独占権が付与される大商人への反発を強め、

政治的にも議会を通じ自己の諸権利を伸長させ

ようとしたのである。こうした宗教的敬虔さと

ともに政治・経済的に現実的な対応をする姿勢

が会衆派ピューリタンの特徴であることを承知

しておかねばならない。

会衆派のピューリタンは1630年マサチューセ

ッツ湾植民地を建設するが、彼らを率い同植民

地の初代総督となるジョン・ウィンスロップ

（John Winthrop）は乗船してきたアーベラ号上

で、

…神とわれわれの間には、目的が存在する。

われわれは、この事業のために神との契約に

入ったのである。私たちは神の委任を受け入

れ、神はわれわれに規約をつくることを委ね

られた。私たちは、これらの目的を達成する

ために、実行にうつることを宣言したのだ。

神がわれわれをよみし、祝福してくださるよ

うに。…しかし、私たちが目的として提示し

た規約を遵守せず、神を偽ってこの世に心を

寄せ、肉の思いを追い、自分自身と子孫のた

めにおおいなるものを求めるなら、主は必ず、

私たちに怒りを発し、偽りの誓いをたてた者

に報復し、契約不履行の代価を思い知らせ給

うであろう。

…この目的を達成するために、私たちは、

この事業において強く結びつけられて一体と

ならなければならぬ。兄弟のいつくしみをも

ってたがいをもてなし、…私たちがたずさわ

っている任務と共同体――同一の体に連なる

人々の集まり――とを、かたときも忘れては

ならない。

…われわれは丘の上の町となり、あらゆる

人の目がわれわれに注がれると、考えねばな

らぬ。それゆえ、私たちがたずさわっている

この事業において神を偽り、主が現在さしの

べておられる援助の手を引いてしまられるこ

とになれば、私たちの噂は知れわたり、この

世の物笑いの種となるであろう

と説教した。すなわち、マサチューセッツ湾植

民地建設の動機は、神と会衆派ピューリタンの

あいだで契約が結ばれ、神に選ばれた自分たち

こそが相互の慈愛によって「丘の上の町」（city
 

upon a hill）という共同体を建設しなければな

らないという自覚的使命感に基づいていた。マ

サチュ―セッツ湾植民地はピューリタン的な勤

勉さによって文化的、経済的、政治的に成熟し

た社会へと成長し、その中心であるボストンは

フィラデルフィアやニューヨークとともに13植

民地を代表する都市となる。

４ フランクリンの活動

このようにピューリタニズムの影響を受けて

建設されたのがマサチューセッツ湾植民地であ

り、その中心地がフランクリンの生まれ育った

ボストンである。蝋燭職人の次男として生まれ

たフランクリンは、12歳の頃異母兄弟の兄ジェ

イムズ（James）が経営する印刷屋で徒弟として

働き印刷の技術を学ぶ。しかし17歳のとき親方

でもある兄と衝突したことが原因で家を飛び出

しニューヨークに向かったが、それはボストン

から最も近い印刷機のある都市がニューヨーク

だったからである。印刷屋に就職を依頼して断
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られるが、その人の紹介で彼の息子が経営して

いる印刷屋で人手を欲しがっているので行って

みてはどうかと勧められ、再び船でフィラデル

フィアに向かった。結局そこに落ち着いて印刷

屋で働き始める 。1728年にはヒュー・メレディ

ス（Hugh Meredith）と共同で印刷会社を興

し、翌年２人は『ペンシルヴェニア・ガゼット』

紙（Pennsylvania Gazette）を買収して実業家と

して成功を収める傍ら、当時にあっては大胆で

進歩的な意見を次々に発表するなど文筆活動も

精力的に行なった。フランクリンは、1733年に

自ら製作した最初の暦でのちに北米植民地でベ

ストセラーとなる『貧しいリチャードの暦』

（Poor Richard :An Almanac）を出版し、著

述家・実業家として成功を収めた。

フランクリンはジャーナリズムの分野だけで

なく、文化・科学・教育・社会活動等の諸分野

でも広範な活動を展開する。そうしたフランク

リンの多面的な活動の原点となるのが1727年に

結成したジャントー（Junto）である。ジャント

ーとは「秘密結社」という意味だが、彼によれ

ば「お互いの向上のため」に「才能ある知人の

多くを集めて結成」したクラブである。３ヶ月

に１度金曜日の晩にメンバーが集まり、クラブ

はフランクリン自身が作った「すべてのメンバ

ーが順番に倫理、政治、あるいは自然科学など

の好きな問題をとりあげて、それについて書い

た自分の考えを発表・討議し、真摯な精神で真

理」を、そして「人類、母国、友人、または自

分たちに役に立てるような何か」を追求すると

いう規約に基づいて行われた 。フランクリン

がジャントーを立ち上げたのは21歳のときであ

り、このクラブはその後40年にわたって存続す

ることになる。このクラブでの活動を通じて、

例えば共同出資の基金によって設立・運営され

る巡回式の組合図書館（Company Library）が

誕生している点に注目しなければならない。ジ

ャントーは議論・思索の場であるが、それはま

た実用的なものを生み出す議論の場だったから

である。そしてフランクリンによれば「最初の

公的活動」となるのが1731年に建設されたこの

組合図書館であった。当時公立ないし準公立図

書館はあったがこうしたタイプの図書館は北米

最初のものであり、これがのちにフィラデルフ

ィア図書館となる 。その他、1736年に消防組

合（Union Fire Company）を設立し 、1744

年には「アメリカにおけるイギリス領植民地の

あいだに有用な知識を増進せしめる」ことを目

的とするアメリカ学術協会（American Philo-

sophical Society）を立ち上げ 、1749年には

「ペンシルヴェニアに関する不満の１つが若者

を教育する大学がなかった」という思いからフ

ィラデルフィア学院（Philadelphia Academy）

を設立した 。このように、ジャントーはフラ

ンクリンの社会的活動を生み出す原点の場であ

った。

フランクリンは優れた科学者・学者としても

抜きん出ていた。家庭の経済的事情により10歳

から父の仕事を手伝い、12歳からは兄が経営す

る印刷屋で働き始めたため、８歳から読み書き

算術の初歩を学校で学んだにすぎない 。しか

し活字に囲まれて育った環境と彼自身の探求心

や努力が優れた業績を生み出すことになる。自

叙伝のなかで「毎日時間を作り図書館で１，２

時間勉強することで、父親が望んだにもかかわ

らず受けなかった学校教育の不足分をある程度

補足した。読書は、私が自らに許した唯一の娯

楽であり、タヴァーン（酒場の意）やゲームな

ど浮かれて遊ぶ類のことに費やす時間はまった

くなかった［（ ）内筆者］」という 。1739年

から翌年にかけてペンシルヴェニア・ストーブ

――室内に取り付ける煙突付き暖炉で使用され

る鉄製のストーブのことで、フランクリン・ス

トーブとも呼ばれる――を開発した。また、1751
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にはロンドンで『電気に関する実験と観察（第

１部）』（Experiments and Observations on
 

Electricity）を出版して避雷針の提案をしてい

る。そして1752年には凧を使って実験を行ない、

稲妻と電気が同一のものであることを実証し

た 。フランクリンは1756年にハーバード大学

とイェ―ル大学で学位を取得し、イギリス王立

協会からコプレー賞（Gold Medal of Sir God-

frey Copley）を授与されるなど科学者・学者と

しての業績が高く評価された 。新しいタイプ

の図書館、消防組合、学校の設立にせよ、避雷

針やストーブの発明などにせよ、それらはフラ

ンクリンによれば「私たちは他人の発明から多

大な利益を享受するように、私たちの発明によ

って他人に貢献する機会を持つことができるこ

とは喜ぶべきことであり、相互に利益をもたら

す発明を自由かつ広範に行なうべきであ

る 」という考えに基づいている。彼は公益に

役立つ施設や発明を広く社会に貢献しうる有益

な社会的活動でなければならないと位置付けて

いたのである。

政治家としてのフランクリンの活躍はさらに

顕著である。彼は1748年にフィラデルフィア市

会議員に選出され政治の世界に足を踏み入れた。

その後は51年にペンシルヴェニア植民地議会の

議員に選出され、53年には北米郵政副長官に任

命される。1764年にはペンシルヴェニア植民地

議会議員選挙で初めて僅差で敗北して13回連続

当選の実績に終止符をうつが、その頃重商主義

政策を強化するために制定された一連の課税法

によってイギリス本国と植民地の関係が悪化し

つつあった。フランクリンはロンドンに渡って

印紙法の撤回を求める文筆活動を行うが、本国

と植民地の関係修復が困難であると判断して

1775年３月にロンドンを去ってフィラデルフィ

アに戻った。その間４月にはすでにボストン郊

外のコンコードとレキシントンで武力衝突が勃

発し、本国と植民地は戦闘状態に突入していた。

フィラデルフィアに戻ったフランクリンは第２

回大陸会議のメンバーに選出されとともに、76

年には５名から成る独立宣言の起草委員会のメ

ンバーとなる。フランクリンはリチャード・ヘ

ンリー・リー（Richard Henry Lee）が「これ

らの結合した植民地が自由で独立した邦となる

ことは当然のことであり正当である」と主張す

る立場を支持した 。そして若干の修正が加え

られた独立宣言案は７月２日に大陸会議で採択

され、２日後の７月４日に公布された。フラン

クリンは同年12月にフランスに渡って通商およ

び同盟条約を締結することで経済的・軍事的援

助を得るためにジャファソンやジョン・アダム

ズ（John Adams）らと奔走し、78年の米仏同盟

条約締結にこぎつけたことは戦力的に劣るアメ

リカにとって大きな意味をもった。そして1781

年６月にはアダムズ、ジョン・ジェイ（John
 

Jay）、ジェファソンらとともに終戦条約締結の

ための委員としてその任にあたり、83年にはア

メリカ独立の承認を盛り込むパリ条約の締結を

導いたのである 。このようにアメリカ独立革

命においてフランクリンの果たした功績はきわ

めて大きかったと言わねばならない。

独立達成後もフランクリンは政治の世界に身

を置きながら、その他の公的活動にも携わった。

1885年にはペンシルヴェニア州知事に選任され、

同職を88年まで務めた。また87年には連合規約

（Articles of Confederation）に替わる基本法を

制定するために召集された憲法制定会議に邦の

代表として出席し、合衆国憲法の原案作成に参

与した。1790年２月フランクリンは、ペンシル

ヴェニア奴隷制廃止協会（Pennsylvania Aboli-

tion Society）が提出した奴隷制と奴隷売買に

反対する議会宛の嘆願書に署名し、これが彼の

書いた最後の公的文書となる 。フランクリン

は４月17日フィラデルファアにおいて84年と３
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ヶ月の生涯を閉じるが、印刷工、企業家、政治

家、発明家、著述家、教育者、科学者、哲学者、

啓蒙思想家、奴隷解放主義者、社会活動家とし

て広範囲に活動し、それぞれの分野で顕著な業

績を残した。こうした活動からフランクリンは

「代表的アメリカ人」と評される。

５ 結語

このように多くの分野で活動したフランクリ

ンであるが、ここでは1733年の初版からベスト

セラーとなり、その後毎年刊行された『貧しい

リチャードの暦』に収められた格言を1758年に

編集・出版した『富にいたる道』（The Way to
 

Wealth）、そして彼の代表作である『ベンジャミ

ン・フランクリン自叙伝』（The Autobiography
 

of Benjamin Franklin）などの著作を通じて彼

の生き方を考えてみたい。

『富にいたる道』という著書のタイトルは極め

て刺激的である。４で概観したフランクリンの

政治家、教育者、社会活動家としての活動とは

馴染まないように思えるからである。

…1733年の暦で言っているように「天は自

ら助ける者を助ける」…「無精は錆のような

もので、労働より早く消耗させる。使ってい

る鍵はいつも光っているのに」と貧しいリチ

ャードも言っている。…しかし、「…時間を浪

費してはならない。貧しいリチャードが言っ

ているように、人生は時間を材料にしてでき

ているのだから。…眠っている狐は鳥を捕え

ない。墓場では十分にねむれるだろう。…失

った時間は再び見つけることはできない。…

さあ、立ち上がって働こう。目的に向かって

とりかかろう。勤勉によってわれわれは、た

いした問題もなく仕事が捗る。怠惰は、貧し

いリチャードも言っているように、万事を困

難にするが、勤勉は万事を容易にする。…仕

事を追い、仕事に追われてはならぬ。早起き

は人間を健康に豊かに賢明にする。

…しかし、もしわれわれの勤勉をもっとた

しかなものにしたいと思ったら、これに倹約

を加えねばならぬ。…貧しいリチャードが言

っているように、「台所が肥えると、遺言はや

せるものだ」。…貧しいリチャードがいみじく

も言っているように、「空の袋は真っすぐに立

たない」。そこで借金をかかえて朝起きるよ

り、夕食抜きで寝る方がいい。手に入れられ

るものは手に入れ、手に入れたものはしっか

りつかみなさい。これがすべての鉛を黄金に

変える石である 。

すなわち、富を得るには勤勉、規律、倹約、質

素、節制が必要だと説かれている。フランクリ

ンは物質主義的に成功することの大切さを説い

ている点で世俗的行為を積極的に肯定している。

こうした人間としてあるべき日常生活の姿勢

についてフランクリンは、１．節制、２．沈黙、

３．規律、４．決断、５．倹約、６．勤勉、７．

誠実、８．正義、９．中庸、10．清潔、11．冷

静、12．純潔、13．謙虚という順に13の徳目を

列挙している。ただし、フランクリンは13の徳

目を列挙したあと、これらの徳すべてを同時に

習慣として身につけるべきだと言ってるのでは

なく、あるとき１つの徳を身につけることを目

標として設定し、その目標が達成できたなら次

の徳を設定して身につけていくという具合に最

終的に13の徳が習慣化できるようになると説明

している。さらに、フランクリンは徳の習慣化

を毎日自己点検するための週間予定表を作成し、

それを継続して行なったという 。フランクリ

ンは、こうしたある種の行き過ぎた観が否めな

いほどの生真面目さをもつが、「規律」という徳

を習慣化することの困難に直面して「心底悩み

ながら結局はほとんど習慣化することができず、

― ―197



その試みをほとんど放棄してしまおうとさえ思

った 」と告白している。フランクリンは富を

獲得する物質的な成功という世俗的な行為を奨

励し、それを成し遂げるための根本として13の

徳目を掲げているが、それらの徳目に共通する

思想はピューリタニズムに通じる。従って、フ

ランクリンのなかには富の蓄積という世俗性と

宗教の教えに基づく徳目の実践という非世俗性

が並存していることになる。

では、一見するとこの２つの相反する特性は、

フランクリンのなかでどのように位置付けられ

ていたのであろうか。この問題を考えるうえで

フランクリンと宗教の係わりを解明しなければ

ならない。すでに３で説明したとおり、フラン

クリンが生まれ育ったのはピューリタンの建設

したマサチューセッツ湾植民地の中心ボストン

であり、彼自身も敬虔なピューリタンの家庭で

育った。フランクリン家は代々宗教的にはプロ

テスタントで、父ジョシア（Josiah Franklin）

の後妻となる母アビア（Abiah）は、ニューイン

グランドの初期開拓に加わった移住者の娘で、

マサチューセッツ湾植民地において影響力をも

ったコトン・メイザー牧師（Cotton Mather）

の影響を受けていたし、ジョシアはベンジャミ

ンに礼拝への出席を求め将来は牧師になること

を希望していた。ベンジャミン自身も「幼いと

きに両親から宗教的影響を受けた 」ことを認

めている。

しかし、フランクリンは青年期を迎える頃に

なると、宗教について彼自身の考えをもつよう

になる。例えば、幼少時から出席を強要された

礼拝の出席について、父親の保護下にあるあい

だはそれが義務である考えていたが、礼拝があ

る日曜日は読書に時間を割いたために必ずしも

毎回出席しなくなった 。要するに、フランク

リンは礼拝への出席より読書を重視していたの

であるが、宗教との関係でより重要なことはフ

ランクリンの神に対する考え方である。1728年

に出版した『信仰箇条と宗教的行為』において

わたしは、一つの至上の、最も完璧な存在、

神々自身の創造主であり、父であるものが、

存在することを信じる。というのは、一人を

除き、人間は最も完全な存在ではなく、人間

より劣った多くの地位のものがあるように、

人間より優れた多くの地位のものがあること

を、わたしは信じるからである。…

…わたしは、神がよき存在であると思う。

そして、わたしはこのように賢く善良で力の

ある存在を友人にすることができたら嬉しい

から、どのようにしたら神に気に入られるか

考えてみよう。

その知恵からして当然、人は神を誉め奉る

のであるが、それに次いで神が満足され、喜

ばれるのは、自ら創造されたものが幸福にな

ることであると、わたしは信じる。善良でな

ければ、人はこの世では幸福にはなれないの

だから、神はわたしが善良であることを喜ば

れるであろうと、わたしは確信するのである。

神はわたしが幸福であれば、満足されるであ

ろうから

と書いている。神の存在を認め、神と自己の関

係を「友人」として捉え、神は人が善人で幸福

であることを喜び満足するという。ただし、フ

ランクリンは自叙伝において、「15歳になる頃に

は…神の啓示それ自体に疑問をもつようになっ

た。論駁するのに引用された理神論者の考え方

のほうが、それを非難する考え方よりもはるか

に私には訴えるものがあった。つまり、まもな

く私は徹底した理神論者になった 」と書いて

いる。また、宗教上は長老派教会の教えを受け

たことを認めながらも
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永遠なる神意、神の選びと遺棄などその宗

派の教条は私にとって理解できないものであ

ったし、その他教義に示された幾つかの教え

も疑わしいものであった。日曜日は勉強をす

る日になっていたので、すでに長老派教会の

公的な集まりには出席していなかった。しか

し、私のなかに幾つか宗教的信条がなかった

わけではけっしてない。例えば、神の存在、

神が世界を創造したこと、世界が神により支

配されていることを疑ったことはなかった。

神がなし給うことは人間に対して善をなすこ

とであり、われわれの魂は不滅である。現世

であろうとあの世においてであろうと、すべ

ての罪は罰せられ、すべての徳は報われるの

である。こうした考えはすべての宗教にとっ

て基本的な考えであると思う。そうした考え

方は私たちの住む場所に存在しているすべて

の宗教に見出せるものであるため、私は…程

度の差はあるにせよ、すべての宗派に対し敬

意を払っている

と記し、神の存在を認めるとともに宗教的寛容

さというフランクリンの宗教的立場が示されて

いる。また彼は、長老派教会に属す知り合いの

牧師から教会の礼拝に出席するよう要請された

ことについて以下のように記している。

もし彼が優れた牧師であるなら、日曜日が

勉強する日になっていても続けて出席してい

たであろう。だが、彼の説教は主に長老派教

会独自の教義に関する偏った議論であり解説

だったので、すべてが無味乾燥で興味がわか

ず、啓発されない内容であった。というのも、

１つたりとも道徳上の考えについて説き聞か

せるものはなく、説教の目的は私たちを長老

派教会員にさせることを求めるものであって、

私たちを良き市民にするというものではなか

ったからである 。

フランクリンの思想と行動を検証するうえで注

目したいのは、上記の引用中にある「良き市民」

という表現がもつ意味である。フランクリンは

神の存在を否定しなかったし、宗教が持つ意義

と信仰の重要性を認め、プロテスタント諸宗派

の存在を容認するとともにすべての宗派に敬意

を払っていた。ただ理神論者となった彼は「人

間と人間が触れ合うとき嘘をつかないこと、誠

実であること、高潔であることは、人生におけ

る至福にとってもっとも大切なものであると確

信するようになった 」と書いている。そうし

た徳を身につけている人が「良き市民」であり、

人が「良き市民」であるか否かの判断は神によ

り下されるものではなく、人間と人間の関係に

よって決定されると考えたフランクリンは、「す

べての人間のなかには、何か目に見えぬ力を信

心したり、崇拝したりさせる、本然の性能のよ

うなものがある。また、人間には、この世で知

られているほかのすべて動物に勝って、理性が

具わっている 」として、人間に内在する理性

に信頼をおいていたのである。ここにピューリ

タンの予定説は否定されることになる。神の啓

示に懐疑的で理神論者となったフランクリンに

とっては、現世におけるすべてのことは神の意

志によるものでもなければ、神によって判断さ

れるものでもない。だからこそ、「良き市民」と

なるために13の徳目を掲げて実践しようとした

のである。徳を身につけた人こそが「良き市民」

であり、そうなることが神の御心に沿うことで

あると考えたのである。

すべての人が自己の行動次第で「良き市民」

となることが可能であり、それが神の御心に沿

うことになるのであれば、そうした生き方が人

生の目標となる。その意味で、13の徳目を実践

して富を蓄積することそれ自体は人生の目標で
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はなくなる。徳を身につけて実践を積み重ねる

ことで人は「良き市民」となることが可能であ

り、そうなれば富の蓄積は結果としてもたらさ

れるのである。ただ、フランクリンは規律とい

う徳目の習慣化を初めとしてその他の徳目の場

合も十分達成できなかったと謙虚に振り返りな

がら、「徳を身につけるために努力をしてみた。

しかし、実際に努力しなかった場合と比べてみ

ると、努力したからこそ私は善良で幸せな人間

であった 」と記している。彼の言葉は、人生

で重要なことは単に物質的に豊かになるという

結果そのものではなく、結果がもたらされるま

での過程において人がどのように生きるかが重

要であることを示唆している。フランクリンの

自叙伝を通じて『富にいたる道』を再考すると

き、そこに彼の人生哲学を看取することができ

る。つまり、フランクリンにとって富の獲得は

人生の最終的な目標ではなく、13の徳目を実践

することが結果として富をもたらすことに繋が

ることを強調しているのであり、物質的な豊か

さを享受するための生き方を肯定しているので

はない。理性を備えた人間が徳を身につけ善行

を実践する良き市民となることこそ、フランク

リンが重視した「信仰」である。こうしたフラ

ンクリンの「信仰」には、中世・絶対主義時代

の伝統的な価値観、例えば宗教と人間の関係、

人と人との関係を大きく変化させる要素が内在

する。なぜなら、すべての人が「良き市民」と

なる可能性をもつという考えは、旧来の伝統的

な価値観あるいは人間観から解放された「自由

な市民」の存在と「自由な市民」よって構成さ

れる社会を前提としているからである。換言す

るなら、伝統的な宗教観や旧来の人間関係を支

えてきた価値観から人間と社会を解放すること

を意味していたからである。

兄との確執が原因でボストンを飛び出してフ

ィラデルフィアに生活の拠点をおいたのも偶然

ではない。フランクリンが生まれ育った18世紀

前半のボストンは建設された頃とは異なりピュ

ーリタン的な宗教色もかつてほど強くはなくな

っていた。ただ、プロテスタント諸宗派に対し

て敬意を払い信仰の自由を肯定する姿勢をとり、

印刷技術を活かして生活するという点でフィラ

デルフィアはフランクリンにとって都合のよい

場所であった 。そして敬虔なクエーカー教徒

であるウィリアム・ペン（William Penn）によ

り建設されたペンシルヴェニア植民地の中心地

フィラデルフィアは、ボストンと比べて宗教

的・文化的に旧来の価値観から解放された自由

な雰囲気をもち、その香りをフランクリンは感

じ取っていたのであろう。

「束縛から解放され、徳を身につけた自由で良

き市民」というフランクリンが理想とした人間

像とその理想に向け善行を実践する生きかたは、

「幸福の追求」という独立宣言に盛り込まれた思

想に通じる。理神論者であることを自認するフ

ランクリンであったが、それは宗教上の教義に

対する彼の考えを語っているだけではない。む

しろ神を主体として「来世おける魂の救済」を

考えるのではなく、人間を主体として「現世に

おける幸福」を重視するというフランクリンの

宗教観を語っているのである。その意味で、フ

ランクリンの立場は、「伝統的な宗教観に対する

近代的解釈」に基づくものであるともいえよう。

そうしたフランクリンの思想は啓蒙思想家や理

神論者からの援用であるが、１市民として――

フランクリンは生涯「フィラデルフィアの印刷

業者」と名乗った――近代が到来する以前にそ

うした生きかたを実践した点に「アメリカ最初

の近代人」たる所以がある。しかも、フランク

リンにとって「幸福の追求」は彼自身のためだ

けでなく、社会全体に適応されるべきものであ

ったことも付言されなければならない。フラン

クリンにとって活動の基盤であったジャントー
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は単に議論を重ねる場ではなく、議論と思索を

通じて社会に貢献する施設や機関を創出する場

であったことはすでに言及したとおりである。

フランクリンにとって、机上の議論も社会貢献

につながる実用的な議論に発展しなければなら

なかったし、そうした姿勢は科学者として彼が

手掛けた発明や社会活動家として残した業績が

証明している。フランクリンが生涯目標とした

「幸福の追求」は、個人のための「幸福の追求」

であると同時に、個人の集合体である社会のた

めの「幸福の追求」でなければならなかった。

中世・絶対主義時代には認められていなかった

すべての人間が「幸福を追求できる自由な社会」

というフランクリンの理想は、アメリカ独立宣

言の盛り込まれた理念と合致するし、それはま

た「すべてのヤンキーの父」というフランクリ

ンの評価にも通じる。徳を身につけるという精

神的な要素と実践・実験・挑戦など行動上の要

素両方を同時に実践したフランクリンの生きか

たは、彼の思想に内在する世俗性と非世俗性が

逆説的な関係として整合されていたことを示し

ている。フランクリンは『ペンシルヴェニア・

ガゼット』紙にたびたび自分の意見を「率直」

に書いたが、それを心配した父親に以下の書簡

を送っている。

母上は、息子の一人がアリウス派（キリス

トの神性を否定）、もう一人がアルミニウス派

（神意による予定を否定）なのでお嘆きのよう

です。アルミニウス派が何であり、アリウス

派が何であるか、わたしがよく知っていると

は申しません。…正統主義が美徳よりも尊重

されるようなとき、「生きた宗教」というもの

はいつも苦難を受けてきたと思います。聖書

によりわたしは、最後の審判の日には、われ

われが「考えた」ことではなく、「した」こと

によって裁きを受けるのであり、われわれが

「主よ 主よ 」と言ったからではなく、同朋

たちに善をなしたことがよしとされるのであ

ると確信しています 。
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